
　
　
　
第
三
巻
　
　
雑
纂
　
　
海
東
高
偶
傳
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
策
三
臨
　
　
＝
○
（
四
五
二
）

全
部
所
謂
蒙
古
眼
を
有
せ
ざ
り
き
。
而
し
て
其
の
容
貌
が
「
登
れ
量
に
裏
漏
子
ご
緑
あ
る
に
あ
ら
ざ
る
か
。
こ
は
固
よ

生
活
程
度
の
低
き
割
合
に
、
一
般
に
端
正
な
る
も
の
少
か
　
り
一
の
臆
説
に
過
ぎ
す
古
人
に
所
謂
偲
偏
子
が
、
亦
必
す

ら
ざ
る
こ
ご
、
ひ
ξ
り
衆
口
の
之
を
言
ふ
の
み
な
ら
す
、
　
し
も
一
の
軍
純
な
る
民
族
こ
の
み
限
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の

叉
余
輩
の
不
完
全
な
る
観
察
に
よ
る
の
み
な
ら
す
、
往
時
　
あ
る
べ
き
は
、
言
を
侯
π
す
ご
雛
、
ε
も
か
く
も
之
を
先

に
於
て
彼
等
の
婦
女
が
遊
女
こ
し
て
賞
翫
せ
ら
れ
、
現
時
　
住
土
人
の
後
商
こ
し
て
見
ん
は
、
蓋
し
安
當
の
見
解
な
ら

に
於
て
其
の
或
る
部
落
の
殆
ご
全
部
が
、
俳
優
を
螢
業
ご
　
ん
か
。
而
し
て
朝
鮮
の
才
人
㊥
白
丁
、
碧
雲
一
系
統
に
鵬

せ
る
も
の
も
あ
る
の
事
實
に
徴
す
る
も
、
容
易
に
想
像
し
　
す
る
も
の
ピ
誌
め
ら
る
～
な
り
。

得
ら
る
べ
き
な
り
。
之
を
日
本
記
に
見
る
に
、
古
代
に
於
　
　
右
今
西
君
の
考
謹
を
讃
み
つ
》
戚
じ
要
る
所
を
、
簡
軍

て
婦
女
の
容
貌
の
美
を
言
ふ
も
の
、
大
部
分
九
州
南
部
な
，
に
記
違
せ
る
の
み
。
な
ほ
三
景
子
の
事
は
、
道
祀
紳
ご
關

る
熊
襲
隼
人
の
域
に
存
す
。
而
し
て
其
の
隼
人
は
、
風
俗
　
潤
し
て
、
他
日
詳
細
登
表
の
機
あ
ら
ん
こ
ご
を
記
す
。

の
歌
舞
を
奏
し
、
俳
優
な
り
こ
し
て
傳
へ
ら
る
＼
な
り
ゅ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
七
年
五
月
＋
九
二
）

丈
學
士

今

西

龍

　
海
東
高
僧
傳
二
世
。
淺
見
倫
太
郎
愚
息
三
年
前
之
を
京
　
も
の
今
回
大
日
本
佛
敏
全
書
の
遊
方
傳
叢
書
第
二
の
中
に

城
に
獲
て
更
に
“
本
を
謄
饗
し
黒
板
勝
美
氏
に
賂
ら
れ
し
　
慰
め
刊
行
せ
ら
勉
沈
り
。
此
書
は
余
嘗
て
京
城
淺
見
氏
の



邸
に
於
て
氏
所
藏
の
多
数
の
朝
鮮
書
籍
ご
共
に
観
る
こ
ご

を
許
さ
れ
し
事
め
り
し
も
當
時
備
忘
録
を
作
ら
ざ
り
し
が

爲
め
、
今
に
至
り
て
正
確
な
る
言
を
な
す
能
は
ざ
る
も
若

し
余
の
記
臆
に
し
て
誤
ら
す
ん
ぱ
秘
書
は
京
城
書
室
翰
南

堂
よ
う
出
で
し
近
代
の
爲
本
な
り
し
や
に
豊
ゆ
。
い
つ
れ

に
し
て
も
稀
世
の
珍
書
な
り
。
而
し
て
世
の
珍
書
こ
い
ふ

も
の
に
は
實
用
の
書
な
ら
ざ
る
も
の
少
か
ら
ざ
る
に
此
誓

は
此
点
に
於
て
も
要
用
な
る
を
以
て
慣
値
あ
る
も
の
な
う

　
今
左
に
本
書
を
讃
み
し
際
に
書
き
留
め
し
本
書
の
解
騨

其
他
を
録
し
て
本
書
を
世
に
紹
介
せ
ん
ご
す
。

　
本
書
は
憲
初
に
京
北
鉱
毒
山
野
蓮
寺
住
特
敷
學
賜
紫
沙

門
麗
訓
奉
宣
撰
ご
あ
り
。
畳
訓
が
王
命
を
奉
じ
て
撰
し
π

る
も
の
な
る
、
と
明
な
り
。
畳
字
の
傳
は
未
だ
詳
な
ら
す
。

其
撰
述
年
代
は
本
書
の
序
に
周
穆
王
胤
牢
に
佛
入
滅
す
ご

し
都
鋒
佛
入
滅
至
今
乙
亥
二
千
唱
百
六
十
四
年
云
々
ご
記

せ
る
に
よ
れ
ば
佛
激
全
書
編
者
の
考
の
如
く
高
麗
高
野
王

第
二
年
乙
亥
（
憲
謡
い
》
b
●
）
の
撰
な
り
Q
爾
序
に
「
旦
道
不

　
　
　
第
三
管
　
　
雑
　
纂
　
　
滋
東
高
鱈
傳
に
就
て

弘
弘
之
導
入
総
量
流
通
篇
以
示
於
後
古
径
唐
麗
質
高
僧
博

皆
有
専
権
以
本
朝
塵
隠
鐸
之
事
故
不
存
全
科
也
」
ご
あ
る

に
よ
り
て
本
書
に
は
鐸
経
露
な
か
り
し
事
知
る
べ
く
他
は

支
那
海
蛍
傳
に
倣
ひ
し
事
推
知
す
べ
し
。
本
書
現
存
す
る

も
の
流
通
篇
一
ノ
一
ご
全
一
ノ
ニ
ご
二
窓
あ
る
の
み
。
恐

く
ば
虚
数
憲
あ
り
し
な
ら
ん
。

　
嬢
蟻
寺
は
高
麗
の
名
刹
に
し
て
、
棄
圃
興
地
勝
賢
長
湘
都
護
府
の
條
に

　
　
「
盤
通
詞
在
五
冠
三
下
河
爪
深
蓬
山
勢
周
二
流
水
綬
廻
樹
木
騎
欝
鳳
ハ
西

　
櫨
勝
概
爲
三
都
第
一
寺
有
金
審
載
所
詮
隅
統
義
天
塔
銘
叉
有
高
麗
交
宗

　
及
洪
畠
藩
像
」
（
霞
藩
に
子
藩
の
誤
塞
り
ぎ
し
。
申
京
誌
に
よ
れ
ば
仁

　
証
王
二
年
甲
子
、
壽
北
に
あ
り
し
興
強
弩
漿
に
移
建
で
。
今
京
畿
繕
開
城
．

　
郡
鋸
南
｝
面
玄
化
里
に
義
理
塔
碑
の
存
在
す
ゐ
露
ぼ
其
蕊
嘘
な
の
Q

　
流
蓮
篇
一
ノ
一
は
順
道
9
亡
名
。
転
置
Q
曇
始
。
摩
羅

難
陀
。
阿
築
紫
墨
胡
子
、
元
表
。
玄
彰
。
法
号
（
法
章
魚
）
Q
法

雲
（
眞
興
王
）
傳
を
牧
め
一
ノ
ニ
は
畳
徳
附
明
観
。
智
明
附

雲
母
。
圃
光
Q
安
含
附
雲
和
、
安
和
。
玄
格
闘
玄
照
漁
玄
遊
附

僧
哲
。
玄
大
型
の
傳
を
敗
む
。

，
本
書
の
資
料
が
虚
構
朱
の
諸
高
僧
傳
及
求
法
高
僧
傳
よ

　
　
　
　
　
　
　
第
ミ
號
　
　
一
一
一
　
（
西
五
三
）



　
　
　
第
三
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
海
東
高
露
毎
に
就
て

b
出
つ
る
も
の
少
か
ら
ざ
る
事
論
を
侯
陀
ざ
る
も
朝
鮮
脚

達
の
所
傳
に
よ
る
む
の
亦
多
し
。
而
し
て
後
者
は
時
代
下

る
に
從
て
釜
々
多
か
る
べ
き
に
今
僅
に
新
羅
統
一
前
の
一

部
分
を
傳
ふ
る
に
す
ぎ
ざ
る
を
遺
憾
こ
す
。

　
む
　
む

　
序
文
　
序
文
中
に
高
句
麗
の
小
獣
林
王
を
解
昧
留
王
こ

す
Q
順
遣
徳
中
に
も
解
味
留
王
ご
あ
る
よ
り
推
せ
ば
「
味
」

の
字
は
誤
植
に
あ
ら
ざ
る
べ
し
〇
三
國
吏
記
に
は
此
王
を

小
母
朱
留
こ
も
い
ふ
事
を
記
せ
り
。
小
解
朱
留
は
大
武
聖

王
の
一
名
大
年
朱
留
王
こ
い
ふ
に
馴
し
瑠
璃
王
の
一
名
．
儒

留
ご
同
じ
き
を
唯
異
字
を
以
て
表
は
せ
る
の
み
。
獣
林
も

恐
く
ば
此
に
近
き
音
を
表
は
せ
し
も
の
な
る
べ
し
。
朱
墨

の
意
義
未
詳
な
る
も
新
羅
に
も
儒
理
王
王
難
王
あ
り
。
解

慰
留
が
単
名
留
の
誤
り
居
る
三
明
な
り
。
「
朱
」
上
鞘
夢
て

「
未
」
字
こ
な
り
し
を
後
人
更
に
字
劃
を
増
し
て
「
労
し
に
作

り
し
な
る
べ
し
◎

　
む
　
む
　
む

　
順
道
傳
。
本
傅
申
に
護
摩
艶
言
後
漢
至
此
二
百
早
年
後

四
年
阿
道
至
自
魏
云
々
ご
あ
る
は
三
國
庚
記
に
王
二
年
順

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
一
一
二
　
（
四
五
四
）

遣
來
り
王
の
四
年
阿
蓮
來
る
ご
あ
る
事
々
を
記
せ
る
も
の

な
り
。
睡
謙
ゆ
殉
簸
本
書
に
「
小
獣
林
子
二
年
壬
声
夏
六
月

秦
符
堅
登
使
頚
椎
屠
順
道
総
佛
像
経
文
」
こ
め
る
は
三
國

吏
記
ご
一
致
す
。
然
れ
ざ
も
本
書
に
「
或
説
順
道
從
東
晋

姑
傳
佛
法
則
秦
替
莫
辮
何
是
何
非
」
ご
論
ぜ
る
は
注
意
す

べ
し
Q

本
書
は
古
文
に
存
す
ご
注
し
て
廿
里
至
薗
魏
ご
記
せ
り
〇

三
國
遺
事
に
は
高
句
麗
本
紀
の
名
の
以
て
史
記
を
肝
き
て

阿
道
來
自
晋
ご
記
せ
る
に
今
の
刊
本
史
記
に
は
「
自
晋
し
の

二
字
無
き
は
之
を
漏
志
せ
る
に
や
◎
三
國
遺
事
に
「
僧
傳
作

二
道
雪
平
魏
云
者
誤
實
自
前
秦
琴
芝
」
ご
せ
り
。
順
滋
阿

叢
共
に
魏
よ
b
遡
る
こ
せ
る
軽
量
は
本
書
に
あ
ら
ざ
る
が

如
し
Q
二
時
の
形
勢
よ
り
推
す
に
魏
よ
り
興
れ
り
ご
は
誤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ

リ
な
ら
ん
か
。
本
書
に
「
始
審
専
門
寺
以
着
順
溢
古
記
云

三
省
門
爲
寺
今
興
國
寺
是
也
後
説
爲
霧
省
墨
筆
薫
辛
弗
蘭

寺
呈
出
懸
道
古
記
云
興
瞥
見
是
也
」
8
あ
る
記
事
を
逡
事

に
は
「
摺
傳
云
三
門
重
重
興
國
伊
弗
蘭
寺
今
興
編
浦
回
誤
」



ご
謎
せ
り
。
悪
僧
傳
は
本
書
も
し
く
ば
本
書
に
類
す
る
も

の
な
り
。

　
　
　
　
　
　

　
亡
名
爵
9
梁
高
野
傳
第
四
笠
潜
深
傳
に
毘
づ
O
但
し
馬

糧
期
の
事
は
恐
く
ば
支
那
高
僑
傳
に
出
づ
べ
き
も
未
だ
槍

出
せ
す
。

　
む
　
ハ
　
　
り

　
義
淵
傳
。
本
四
は
全
書
編
者
の
考
の
如
く
庸
高
僧
傳
第

八
騨
法
上
傳
に
霞
つ
る
も
の
な
り
。
但
し
唐
傳
に
は
僧
こ

の
み
記
し
て
義
淵
の
名
無
く
ま
把
「
呉
孫
樺
巨
鳥
年
康
儒

閑
適
呉
」
よ
り
「
下
京
宣
武
当
時
菩
提
留
支
始
翻
」
ま
で
の

語
無
し
Q
法
上
が
高
麗
人
の
問
に
答
ね
し
齊
武
李
七
年
は

高
句
麗
陽
原
王
十
八
年
な
）
。
高
麗
大
亟
聖
遷
相
高
徳
は

香
々
な
り
。

　
む
　
り
　
り

　
曇
始
傳
◎
梁
高
運
傳
よ
り
ご
り
陀
る
も
の
な
」
り
◎

　
つ
　
む
　
　
　
む
　
む

　
摩
羅
難
事
傳
u
難
陀
に
關
す
る
記
事
は
三
國
史
記
の
記

事
以
外
に
毘
で
す
○
本
書
に
「
百
濟
第
十
四
王
枕
三
王
即

位
九
年
九
月
鳥
影
乃
來
」
ε
あ
る
九
年
は
元
年
の
誤
爲
も

し
ぐ
ぼ
誤
植
な
り
。
就
流
王
は
三
國
更
記
に
よ
れ
ば
百
里

　
　
　
第
三
巻
　
　
雑
’
纂
　
　
・
海
東
高
僧
簿
に
就
て

第
十
五
王
な
り
。
送
れ
ば
三
國
遺
事
は
之
を
十
五
王
に
正

し
儒
傳
云
＋
四
誤
奥
ご
記
せ
り
。
本
傳
中
に
は
史
學
に
貴

重
な
る
逸
文
あ
り
。
即
ち
百
濟
の
建
國
を
記
し
て
。

　
養
考
籠
云
句
高
麗
鍵
醗
朱
蒙
努
高
麗
女
生
二
子
雪
眼
流
恩
組
二
人
同
志

　
南
走
漢
山
謝
國
今
廣
州
是
也
本
以
百
家
渡
河
故
名
蒼
濁
後
於
公
州
扶
余

　
郡
荊
後
相
次
而
立
都

ご
記
せ
る
も
の
肖
れ
な
り
○
蓄
転
記
は
書
名
か
古
傳
の
意

か
明
な
ら
す
〇
三
國
史
記
の
沸
流
温
扉
を
本
書
に
は
避
流

恩
扉
に
作
れ
る
は
異
字
を
以
て
音
を
表
せ
し
に
す
ぎ
す
。

「
沸
し
字
は
溶
の
義
の
こ
き
は
『
（
℃
一
）
の
音
あ
り
避
川
（
℃
闘
）

ご
単
帯
じ
◎
さ
れ
ば
沸
流
は
百
下
馴
十
一
王
比
流
（
新
撰

姓
氏
録
大
和
國
廣
井
連
の
條
に
避
流
に
作
る
）
ご
同
名
な

り
野
里
老
記
に
百
濟
塾
主
難
山
を
廣
州
こ
し
其
北
漢
に
都

せ
り
こ
の
俗
傳
ご
記
さ
や
る
は
貴
重
な
る
丈
字
な
り
。

　
つ
　
む
　
む

　
阿
道
徳
Q
此
傳
は
新
羅
へ
佛
激
の
傳
探
せ
る
事
を
研
究

す
る
に
必
要
な
る
も
の
な
り
。
本
傳
に
「
騨
阿
芝
繋
云
本
天

肥
人
軍
勢
…
聖
画
出
塁
云
自
高
句
麗
事
理
後
蹄
新
羅
未
知
就

　
　
　
　
　
　
　
箪
三
鷹
　
　
　
一
一
三
　
（
四
五
五
）



　
　
　
第
三
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
海
東
高
鱈
傳
に
就
て

是
」
ご
め
る
は
三
國
遺
事
に
高
僧
傳
云
ざ
し
て
其
一
節
を

引
用
せ
り
。
阿
道
の
名
が
高
麗
紀
の
重
事
の
名
に
出
で
乗

る
こ
ε
論
な
し
。
新
羅
に
整
姿
の
傳
引
せ
し
傳
説
は
高
句

麗
の
そ
れ
嘘
混
す
ε
い
ふ
べ
し
◎
訥
砥
王
の
蒔
墨
胡
子
の

新
羅
に
降
れ
る
こ
晩
庭
王
の
時
事
這
の
削
れ
る
・
と
は
三
國

史
記
に
載
せ
三
國
藩
学
に
も
之
を
轄
載
す
れ
こ
も
本
傳
に

　
然
按
古
記
梁
大
鋸
元
年
三
月
十
一
日
畷
道
來
一
善
蔀
（
中
略
）
遽
有
果
使

　
以
五
香
再
転
宗
王
云
々

ご
記
せ
る
も
の
は
他
に
見
ね
ざ
る
文
字
な
り
。
大
通
元
年

は
新
羅
法
興
王
夕
原
宗
の
十
四
年
な
り
。
其
古
記
こ
い
ふ

は
新
羅
盆
大
智
の
難
林
子
傳
に
あ
ら
ざ
る
か
。
爾
ほ
本
傳

に
引
用
す
る
高
得
相
の
詩
史
な
る
も
の
史
記
に
も
記
事
に

も
引
用
す
れ
ご
実
証
だ
得
相
の
何
人
遡
る
や
を
知
ら
す
。

但
し
詩
吏
に
は
呉
使
を
梁
使
こ
せ
る
の
故
を
以
て
本
書
即

高
僧
傳
が
之
を
古
記
に
呉
使
ご
あ
る
に
合
は
す
ご
し
「
梁

呉
之
総
轄
携
其
詳
」
ε
論
せ
し
は
．
呉
こ
い
ふ
稚
呼
が
南
支

那
の
地
理
的
鵜
呼
こ
し
て
用
ひ
ら
れ
居
り
し
を
知
ら
ざ
る

　
　
　
　
　
　
　
鉱
が
一
二
號
　
　
　
一
　
一
四
　
　
（
四
五
ゐ
ハ
）

の
致
す
所
な
り
。
本
書
に
擬
勢
国
営
異
傳
の
記
事
ご
し
て

引
け
る
文
字
は
三
國
遽
事
に
金
塊
行
撰
の
我
道
和
爾
碑
の

文
こ
し
て
引
け
る
文
字
ご
同
じ
Q

♂
o
o

　
法
細
謹
。
法
察
は
新
羅
法
名
王
の
事
な
り
。
本
書
の
王

三
年
関
聯
楊
弁
中
の
望
事
七
年
丁
零
云
々
の
繕
事
は
三
國

史
記
に
見
ゆ
れ
ご
も
王
十
六
年
含
人
厭
燭
の
殉
敷
は
吏
記

は
王
の
十
五
年
戊
申
こ
し
三
國
選
事
は
十
四
年
丁
未
こ
す

轟
議
誌
難
辮
但
ゐ
三
國
叢
の
＋
四
年
丁
未
説
は

本
書
阿
溢
傳
に
大
通
元
年
に
阿
滋
新
羅
に
逸
る
ご
あ
る
に

因
り
て
立
て
沈
る
説
な
る
べ
し
。
厭
燭
の
壽
も
本
書
に
は

二
十
六
ご
あ
り
遺
事
に
は
二
十
二
こ
す
。
天
鏡
帯
に
伐
木

造
寺
の
事
本
書
遅
鈍
＋
一
年
こ
し
三
國
遣
事
二
・
＋
一
年
乙

卯
こ
す
。
卿
配
骸
墾
田
懐
謀
響
胴
脈
％
本
書
に

　
　
　
　
　
　
　
ま
ヤ

　
按
陶
道
実
法
二
王
霞
注
名
法
雲
字
法
空

ご
あ
る
は
字
句
の
聞
に
説
誤
め
う
に
似
て
解
し
難
き
点
め

れ
ざ
も
他
に
な
き
文
字
な
り
。
本
書
は
傳
．
に
法
雲
を
眞
興

野
こ
し
法
塞
を
法
踊
躍
こ
な
せ
り
。
「



　
む
　
む
　
つ

　
法
雲
傳
。
法
雲
ご
は
右
に
記
せ
る
如
く
眞
興
王
を
い
ふ

本
書
の
重
事
は
全
く
三
國
勲
記
に
出
づ
Q
王
の
俗
名
を
公

論
宗
ε
せ
る
は
多
望
禁
の
誤
な
り
。
又
本
書
に
は
興
輪
寺

の
成
な
り
し
を
王
七
年
差
せ
る
も
史
記
に
は
之
を
五
年
こ

し
撞
事
に
は
眞
興
下
五
年
甲
子
麿
成
故
云
甲
子
僑
傳
云
七

年
誤
夷
ご
せ
b
詑
國
吏
を
編
せ
し
二
更
記
に
は
王
の
六
年

こ
せ
る
を
本
書
に
は
八
年
こ
し
雨
年
紀
共
に
二
年
の
重
め

る
は
注
意
す
べ
し
。

　
ザ流

通
一
ノ
ニ
O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う

麗
脂
鰭
。
此
傳
は
三
國
吏
記
眞
興
王
＋
年
粛
学
＋
六
年

の
條
に
記
す
る
も
の
を
文
飾
せ
る
も
の
な
う
。
但
附
傳
の

朋
麗
傳
に
繹
氏
経
論
無
墨
手
七
百
鯨
窓
ご
あ
る
は
吏
記

及
詳
解
舘
糀
嚇
鰍
所
勝
共
に
千
七
百
蝕
容
に
作
れ
b
。
本
書
に

空
乱
鮮
碧
臭
求
紳
云
々
の
語
あ
り
◎
臭
字
・
を
南
支
那
の
地

静
的
聡
呼
に
用
ひ
し
一
例
を
加
ふ
る
も
の
な
レ
q
「

　
む
　
む
　
ぐ

　
智
明
傳
Q
三
國
更
記
の
記
事
を
飾
り
し
に
す
ぎ
す
。

　
む
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ

　
三
光
傳
。
圓
光
傳
は
麿
高
望
傳
に
も
あ
れ
ざ
も
本
書
は

　
　
　
第
三
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
海
策
高
鱈
傳
に
就
て

唐
傳
及
其
の
他
の
資
料
に
よ
り
て
立
癒
し
陀
る
を
以
て
唐

傳
以
外
の
濁
特
の
記
事
め
り
。
思
う
に
三
國
遺
事
に
所
謂

「
束
原
安
逸
戸
長
貞
孝
家
在
野
本
誌
異
傳
」
の
類
を
も
資
料

こ
せ
し
な
ら
む
。
本
書
圓
光
の
随
行
せ
し
朝
聰
使
を
奈
麻

諸
父
こ
し
史
記
は
父
を
文
に
作
れ
り
。

　
つ
　
つ
　
つ

　
安
野
傳
。
此
儒
の
事
は
本
書
の
外
に
記
せ
る
書
な
し
。

本
書
引
用
の
崔
致
遽
撰
義
相
客
は
三
國
遺
事
義
字
傳
敷
の

條
に
崔
侯
本
傳
ご
記
せ
る
も
の
こ
全
じ
か
る
べ
し
。
本
書

に
引
く
も
の
は
其
逸
丈
ご
し
て
貴
重
す
べ
き
も
の
な
り
。

而
し
て
此
文
を
引
け
る
中
の
注
に
碑
文
隠
晦
未
詳
ご
あ
る

よ
り
見
れ
ば
此
文
は
義
湘
碑
銘
柔
な
る
が
如
し
9
爾
本
書

が
引
く
安
弘
の
碑
は
翰
林
某
の
認
を
奉
じ
て
撰
し
π
る
も

の
「
本
書
撰
述
の
管
掌
既
に
「
碑
文
苔
蝕
字
敏
十
喪
四
五
略

取
可
槻
云
々
」
ご
あ
る
に
て
其
碑
の
歌
を
知
る
べ
し
。
余

は
嘗
て
三
國
．
遺
事
憲
三
皇
胤
寺
九
雇
塔
の
紀
事
中
に
海
東

名
楽
安
弘
撰
東
都
成
立
記
に
堂
塔
の
事
を
記
せ
る
を
引
用

し
た
る
を
見
叉
三
國
史
記
に
僑
安
弘
義
膜
王
三
＋
七
年
に

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
一
一
五
　
（
四
五
七
）



第
三
餐
　
　
　
難
　
纂
　
　
海
棄
高
醒
傳
に
就
て

　
む入

階
し
て
こ
胡
僧
ご
廻
り
し
事
を
記
せ
し
を
見
塔
の
成
り

し
善
徳
王
十
四
年
乙
巳
ご
眞
興
三
十
七
年
こ
の
間
に
は
六

十
九
年
め
る
が
故
に
彼
の
安
弘
ご
此
安
弘
ご
は
別
人
な
る

べ
し
ご
し
。
又
眞
興
三
十
七
年
丙
申
は
階
の
開
皇
元
年
に

先
つ
こ
ご
五
年
に
し
て
瞭
の
代
な
る
に
入
詞
ご
記
せ
る
は

眞
興
王
代
安
弘
な
る
俗
二
胡
僧
ご
新
羅
に
廻
り
し
ご
い
錠

講
説
ご
安
弘
こ
い
ふ
侶
入
階
せ
し
ご
い
ふ
傳
説
ご
二
謬
説

あ
り
し
を
史
記
は
漫
然
眞
興
王
代
の
最
後
に
編
入
記
載
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ

し
に
て
其
の
還
國
の
月
を
記
せ
ざ
る
は
此
の
事
を
多
少
だ

り
ご
も
讃
す
る
も
の
こ
な
せ
り
。
然
る
に
本
書
に
よ
り
τ

含
煮
碑
に
安
弘
は
善
徳
王
九
年
に
寂
せ
り
こ
め
る
こ
ε
を

知
り
東
都
成
立
記
の
撰
滋
た
る
安
弘
に
更
に
疑
を
深
う
せ

b
。
本
書
に
て
蝿
訓
羅
は
眞
李
王
代
の
上
議
の
事
蹟
は
眞

興
王
三
＋
七
年
に
鶴
越
せ
し
安
弘
の
事
讐
同
砦
全

入
な
・
。
べ
き
に
義
烈
碑
に
一
季
王
四
＋
七
年
蜜
弘
二
胡
僧

階
三
野
　
　
一
一
六
　
（
凶
五
八
）

ご
果
る
ご
あ
る
は
「
臨
港
安
衛
安
弘
享
有
二
人
し
ご
論
せ

ら
○
思
ふ
に
東
都
成
立
記
は
碑
文
に
記
せ
る
安
弘
の
識
書

の
類
な
る
べ
き
か
◎

　
つ
　
ハ
ノ
　
つ
　
　
　
　
ザ
　
　
　
む
　
つ
　
　
　
　
　
　
つ
　
　
　
　
む
　
　
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
む

　
阿
離
耶
三
鷹
、
惑
業
、
恵
輸
、
立
恪
、
霊
遊
、
立
大
の

諸
傳
は
求
法
高
僑
簿
に
欝
づ
。

　
以
上
本
書
は
こ
巻
の
み
を
存
じ
て
他
の
諸
憲
未
だ
世
に

出
で
す
。
三
韓
の
塞
山
磨
寺
の
狸
に
爾
ほ
造
乱
せ
り
や
否

や
捜
索
を
要
す
る
も
の
な
り
。
本
書
は
朝
鮮
高
麗
時
代
の

史
籍
こ
し
て
三
國
史
記
三
國
遺
事
に
次
で
卸
値
あ
り
。
若

し
其
完
本
に
し
て
出
で
ん
か
實
に
史
記
に
次
ぎ
て
遺
事
の

上
に
め
る
べ
送
も
の
な
う
。
本
書
の
成
り
し
孟
宗
王
二
年

は
遺
事
の
成
り
し
忠
烈
王
代
よ
り
約
六
十
年
前
に
し
て
本

書
は
宣
撰
の
書
な
る
よ
り
推
す
に
遺
事
に
儒
傳
こ
い
ふ
は

本
書
の
事
な
る
べ
し
O
（
大
正
七
年
四
月
汁
九
日
）
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